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2 Ba-3 高等学校家庭科における人権教育の教材開発－テーマ学習 「人の一生」－

○ 藤 井 徳 子 （鳴門教育大学・院）

目的と方法　本研究では、高等学校家庭科に国際的な視野に立つ人権教育を導入し。そ

れによって生徒がエンパワーできる教材を開発することを目的としている。具体的には、

まず国連機関が中心となって採択した全 ８種の国際文書の内容分析を行う。そこから抽

出した「人権教育の９つの視点」を文部省「学習指導要領」普通教科「家庭総合」の中に

どのように組み込むことができるか検討する。その上で「人と人とのかかわり」を中心の

軸とした「家庭総合」のカリキュラム２単位70 時間の年間指導計画と教材開発を行う。

結果 国際的な人権教育の視F叔と「学習指導要領」の比較検討から、「家庭総合」の目

標及び内容は、国際的な人権教育の方針に類似した部分が多々あり。高等学校家庭科の学

習に同視点を組み込むことができると判断した。開発した教材は、文部省が提示した５領

域を統合し、「人権教育の９つの視点」を導入し、生徒自身が「自己」と向き合うことを

導入教材とし、誕生から死に至る「人の一生」というテーマ学習を設定した。ライフステ

ージごとに特徴的な課題を取り上げ、各ステージで自分らしくどう生きるか、また他者と

共にどう生きるかを考える学習である。人権教育の視点に基づき、「高校生の私」から学

習をはじめ、次第に自己と他者、社会との相互的な「私と他者と社会の関係」を視点を変

えながら捉えることによって｡自分の社会の中での位置を学ぶことができるよう構成した。

2Ba-4　　　　　　　 家庭科教育における生活時間設計（その1 ）
家庭経営学の視点からみた生活時間設計

○平田道憲　渡洛真由美＊（広島大　＊広島大・院）

目的　本研究は高等学校家庭科において生活時間設計を授業することの意味を明らかに
し、そのための教材開発を目的としている。生活時間配分についての授業はあっても生活
時間設計の授業は少ない。本報告では、生活時間設計についての実験的授業実践の結果に

基づいて、生活時間設計を家庭経営学の視点から分析した。
方法　広島大学附属福山高等学校の１年生３クラス（男子68 名、女子49 名、計117  名）
を対象とし、生活時間設計の授業を４時間実施した（2000 年 ５月）。自分と家族二人まで

の生活時間を記録させ、日々の生活を反省させたあと、次週のある一日を自分の理想を入
れて計画、実行させ、反省・自己評価させた。授業終了後にアンケートをとった。
結果 （1）計画にあたって生徒が設定した目標は勉強（24.8％）、バランスよく充実した一
日（13.7%）などが多く、複数の目標を設定した生徒も17.1% いた。この目標が達成できた生

徒は60.5% 、達成できなかった生徒は29.6% であった。
（2）実際の活動が計画より長くなった例としては睡眠時間、自由時間があり、計画より短
くなった例としては勉強時間、家事労働などがあった。計画と実際とのずれとしては時間
量のほかに時刻の違いがあり、入浴は時刻がずれることの多い活動であった。事例として、

天候のために計画していた余暇活動がまったく不可能になったものがあった。
（3）計画どおり実行できた生徒は48.2％、実行できなかった生徒は30.7% であった。総合的
にみて充実した一日になったと思う生徒は63.2% 、そう思わない生徒は24.6  % であった。
計画どおり実行できた生徒のほうが充実した一日になったと思う傾向が強かった。
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